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は し が き

ユー トピアと言 えば,現 在 では空想上 の楽 園,理 想境 な どを意味す る0般 用語 とな って

い るが,こ こでは16世 紀 の初めに刊行 され,す べてのユー トピア思想の源流 になってい る

トマス ーモアの 「ユ・一一トピァ」1)を さ して いる.こ れ は460年 前 に書かれた書物で あるが,

あ るべ き国家 ・社会 の青写真 を提 示 し,予 見 した とい う意味で現在で も新鮮 さを感 じさせ

る.

そ れゆえ,モ アの時代か ら今 日に至 るまで 『ユー トピァ」の研究書 ・論文 は枚挙 にいと

まない ほど多 く,ま たユ0ト ピアを地上 に実現 しよ うとす るもろもろの社会運動 も跡を絶

た ない2).さ らに 『ユー トピァ」 と同類型の思想を時代を超 えて模索 し,そ れ らを思想史

の上か ら研究 した著書 も多い3).最 近,わ が国で もモアな らびに 『ユー トピア」を社会思

想の上か ら見た力作が数編出てい る4).

筆 者 はいまさ ら改めて,「 ユ0ト ピァ」 を思 想史や 英文学史 の 側 面か ら見 よ うとは思 わ

ない.す で にイギ リスの 地理学史家J.N.L.ベ イ カー もその論文 のなかで 注意 してい る5)

よ うに,想 像 の産物以外 のなにもので もない,い わゆ るユ,一一.一トピアや桃 源境 ・蓬莱 国な ど

架空 の国土 も,実 は例外 な く地理的事物を背景 と して想 定 されてい る.古 代 におけ るプ ラ

トンの 『共和国」 に始 ま り,ア ウグステ ィヌスの 『神 の都」,カ ンパ ネル ラの 「太陽の都」

(1623),フ ラ ンシス=ベ ーコ ンの 『ニ ューア トランテ ィス」(1627)な ど の ユー トピア思

想 がいずれ も地理 的用語 で表現 され てい るのをみて もその_____端が察せ られ る.砂 漠民族 の

ユ.一一.トピァともい うべ き パ ラダイスは,か れ らの住地の 地理 的環境 と対照 的な 緑 したた

る,み ずみず しいオアシスのイメー ジと切 り離せ ない.

このよ うにユー トピア思 想を地理 学の立場か ら見 てい くことは,筆 者年来の宿願であ っ

たが,世 上無数 にあ るユー トピァのひ とつひ とつを地理的 に考察す ることは筆者の能力の

限界 をは るかに越 えている.

た またま,ト マス=モ アの 『ユ.一一_トピア」 を 取 り上 げてみ ると,こ の 書 物の 背景 とし

て,ア メ リカ大陸の名称 の由来 す るア メ リゴ=ヴ ェスプ ッチの名前が現われ,し か もアメ

リゴの航海 に4度 も参加 した とい うラフ ァエル=ヒ ス ロデ ィの旅行体験の一環 と して,ユ

0ト ピア島が語 られてい る.そ こで,せ めて これだ けで も,地 理学の視角か らながめてみ

よ うと思 い立 った.

*地理学研究室
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書物が時代の影響を受けることは当然であるが,時 あたかも大航海時代(従 来の地理的

発見時代)の さなかに公にされた 『ユー トピア」 も多分にこの時代の風潮,と くにその地

理的知見を反映 しているのではないかと考えてみた.そ して結論的には,大 航海時代がヨ

・一一一ロッパの地理学 ,地 図学に 画期的な 進歩をもた らしたことを 容認すると 同時にモアの

『ユ0ト ピア」もまた大航海時代の1つ の産物とみなしたいのである.

1.ト マ ス=モ アの生涯

イギ リスル ネサ ンスを代表す る人文学者 トマス ーモ ァSirThomasMoreは,い ま よ

りまさ しく500年 前,1477年6)ロ ン ドンの高名 な 法律家JohnMoreの 長 男 と して 生 れ

た.13歳 の とき,シ ェィクス ピァの 「リチ ャー ド3世 」 に実 名で出て くるカ ンタベ リ0大

司教 モー トンMortonの 小 姓pageと な った.少 年が名家 に寄宿 して教育を受 けるの は,

中世騎士制度 の しきた りであ ったが,モ アの

父 もそれ を 真 似たので あ ろう.15歳 の とき

Oxford大 学 に入 学 したが2年 間で中退 し,
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第1図 トマス=モ ア像

父 の意志 にそ って法律 を学び始 めた.数 年 に

して その道のexpertと な ったが,か たわ ら

ギ リシア古典 の研究 においても 頭角 を 現 わ

し,古 典学者 の集 いで,ア ウグステ ィヌスの

『神の都」CivitasDeiの 連 続講 義を試みた

こともあ る.

1499年,モ ア22歳 の とき,前 年か らイギ リ

スを訪問 中の,北 欧ル ネサ ンスの 巨匠D.エ

ラス ムスErasmus7)と 出会 い,エ ラスムス

はモ アの12歳 年 長で あ ったが,ふ た りは生涯

肝胆相照 らす仲 となった.天 才 と呼 ばれ たモ

アの学識 と温和で,快 活 なかれ の ひ と と な

り8)は,か れ の父,姻 戚 の栄達 を背景 として

とどまるとこ ろはな か った.1504年 下 院議員,治 安判事を は じめと し,上 院議長,財 務

副長官,対 仏講和条約締結委員 などイギ リス政府 の要職 につ き,1529年 に は法曹界 の最高

位大法官LordChancellerに 就 任,1521年 す で にKnight,Sirの 称 号 も授 け られてい

た.ヘ ン リ8世 の信任 もあつ く,あ らゆ る問題 について,国 王の 側近顧問官Councilの

位 置にあ った.

しか しヘ ン リ8世 の離婚問題が起 り,こ のためヘ ンリが ロ0マ 教皇か ら離脱 して新 しい

キ リス ト教の宗派(イ ングラン ド教会)を 樹立 しようとい う強行策 に,熱 心 なカ トリック

信者9)で あ ったモアは,身 の危険をかえ りみず猛 然 と反対 した.国 王至上権確定法の序文

に署名を拒んだ10)こ と によ り,つ いに破局を迎え,い っさいの公職追放,所 領没収の上,

pン ドン塔 に送 られた.幽 閉1年3か 月,1535年7月 塔 内TowerHi11の 刑 場で首を斬

られた.57歳 とい う人生 の円熟 期であ った.

親 友 エラスムスはモアの刑死 を聞いて,憂 悶 にとざされ,イ ギ リスか らバ ーゼル に逃れ

て,翌 年 そ こでモアの後を追 うよ うに客死 してい る.エ ラスムスはモアを識 ってか ら,イ

ギ リスに渡 るごとに,モ アの邸に滞在 し,学 問を論 じ,モ アとギ リシア古典Lucianの

共 訳 を した こともある.1508年 モ ア邸で 「痴 愚神礼讃」11)を執 筆 し 「ロッテル ダムのエ ラ
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ス ムスよ りその親 しき友 トマス=モ アに捧 ぐ」 とい う献辞を記入 した.

逆 に,モ アがヘ ン リ8世 の外交 使節 と して フラ ン ドルを訪れ たとき,エ ラス ムス はかれ

をア ントワ0フ 。に出迎え,そ の協力で1516年 モ アの 『ユー トピァ」が公刊 された.い わば

この2つ の書 物は,か れ らの 友情の上に 花咲 いた2輪 の 名花 であ った.「 さす らいの学

人」theWanderingScholarと 呼 ばれ,世 界市民 の 名にふ さわ しい エラス ムスは ヨ..__

ロ ッパ 各国を遍歴 し,各 地 の政 治 ・経済 ・文 化の状 況報告を惜 しみな くモ アに提供 した.

こ とに晩年 「フ。レ トマイオスの地理書」 をギ リシア語 写本 にもとついて出版(1533年,バ

ーゼル)12)し た ぐらいで あるか ら
,エ ラスムスは他 の人文科学 とともに 地理 学 に も興 味を

もち,こ の影 響がモアに も及 んだと考 え られ る.

16世 紀 の最 初の10年 間,モ アはまだ20代 の 青年であ ったが,か れ は当時のイギ リスの知

的社会で最 も有力leadingで あ ったといわれ る人文学者 の研究 グル ープを組織 し13),宗

教 思 想を主 として研究す るかたわ ら,地 理 学,と くに新世界 の地理 的知識 の獲得 に情熱を

燃 や した.

エ ラスムスを媒 介 として ヨ0ロ ッパ 大陸の若い学者 とも気脈を通 じ,活 発な研究活動を

行 な った.エ ラスムスに とっては この研究会 によ って拡大 してい く世界を知 ることは,キ

リス ト教布教領域 の拡大 に結 びつ くとい う目算 があ った し,モ アに とってはアメ リゴ ーヴ

ェスフ。ッチが南米東岸 を南進 し,そ のいやはて にた どりつ いたCapeFrio(寒 冷 岬)を

かれの脳裡 にあ ったユ0ト ピアへ の通路,架 空 と現実の岐路 と して受け とめ られたであ ろ

う14).

この研究 グル0フ.に よ って得 た 地理 や航 海の 知識が役立 ち,モ アが1515年,冒 険商人

MerchantAdventurersの ス ポ0ク スマ ンとして,ア ン トワーフ.のハ ンザ商人 と会談 す

る15)イギ リスの外交使節 にえ らばれ たのではないか とい う推 測 もで きる.

モ アが地理 を好 み,旅 行 に興 味を もっていた ことは,「 ユー トピア」 の 主 人公 ヒス ロデ

ィの性格描写を通 じて も うかがわれ る.ヒ ス ロデ ィに 「世界の 隅々を見たい」 「旅行 さえ

できた ら死 ぬことなんか何 とも思 って いない」16)など言 わ しめて いるのは,モ ア 自身 の 自

画像 と受 けとれ る.後 年 の 「ロビンソン=ク ルー ソ0の 冒険」 のheroロ ビ ンソンが,

著 者 ダニエル ーデ フ ォ0の 分身で あることはよ く知 られ てい る17)が,謹 直なモアの性質 の

なかに,デ フ ォーにみ るような放浪癖 が秘 め られ ていたか も知 れない.

モ アのこの地理熱心,と くに新世界へ の憧憬 はかれの親類 ・縁者 に も感染 し,か れの義

弟JohnRaste1118)は,「 ユ ー トピァ」刊行 の翌年,単 身 アメ リカ大陸 に渡航,帰 国後,

貴 重 な地理書 を何冊19)か 書 いて いる.

しか し現実 の問題 と して,こ のころか らモアは宮 廷人 として,身 辺俄かに多忙 を きわめ

るよ うにな り,旅 行 もままな らず,念 願 のイタ リア20)の土 は一 度 も踏む ことはで きず,み

ずか らが創造 した ユ0ト ピアの なかで旅行を楽 しむ ほかはなか った.

2.「 ユ ー トピア」 の成 立と構成

「ユ0ト ピァ」 は前述の ように,1515年 モ アがア ン トワーフ。滞在中 に起草 された.当 時

ア ン トワ0プ は北欧 の貿易都市 と して繁栄 し,す でに10万 の 人 口を もつ国際的文化中心で

あ った.モ アの故郷 である霧 の深 い,ご み ごみ した ロン ドンとは異な り,町 並は瀟酒で美

しく,婦 人 たちの多 くは3,4か 国 語 を 自由に操 ることがで きた.こ のよ うに高い文化的

雰囲気を もつ ア ン トワープ は,青 年 期をわず かに過 ぎたばか りの若 いモアを魅 了 した に違

いない.た しか にア ン トワープ は 「モアにと りユ,_._.トピアに一歩近 い存在 であ ったや も知
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第2図 ユートピア島の見取図(1518年 版)

ッパ の知識 人に訴え るとい う意図か ら,モ アの母国語で な く,

一 トピァ」の英語訳 がRalphRobynsonの 手 でな された22)の は,モ アの死後16年 を 経た

1551年 で あ って,は じめて英語訳を見たイギ リスの 民衆 は,『 ユ ー トピア」の はげ しい語

調に驚 きを禁 じえなか ったであろ う.

モ アが 『ユー トピア」を ラテ ン語で書 き,ま たあ くまで非現実の物語で あることを印象

づ けるため,ギ リシア語の知識を活用 して,さ ま ざまの地名 ・人名を作 り出 したの は,多

くの きび しい批判 にも耐え られ るとい う計算 された 自衛手段protectivetechniqueで あ

った ろう.

い うまで もな く,ユ0ト ピァはギ リシァ語 のoひ(not)と τoπoζ(Place)と を 組み合わ

せ,ど こに もないnowhere23)と い う意味を匂わせて いる.ま た語 り手 ヒスロデ ィもや は

りギ リシア語 を合成 し,nonsenseを 語 る男24),う そつ き,大 法螺吹 きの意味 となる.こ

の ようにカムフラ._..ジュ し,言 葉の遊戯 に逃れて も,最 初か ら英語で書 いたとすれ ば,違

った事態を招 いたか も知れ ない.

こ うして成立 した 『ユ ー トピァ」 の第1巻 は終始 イギ リスの 政治への 痛烈 な 批判で あ

る.と くに当時進行 して いた囲 い込 み運動25)に 関 しては 「羊 が人を喰 う」 とい う不朽 の名

言 を残 した.

農 場か ら押 し出 され,生 活手段 が見 出せ ないまま,心 な らず も窃盗 を働 くと,有 無 を言

わ さず死 刑に処 せ られ る.現 在 のイギ リスでは考 え られ ない厳 罰主 義は,い つの ころ始 ま

ったかは明 らか に しえないが,少 くとも18世 紀 まで は続 いて お り,女 盗賊 を主 人公 と した

れず,こ こで 『ユー トピア」 が書か

れ たことは決 して偶然 ではない」21).

物 語 は,ア ン トワ0プ のモアの宿

舎 の裏庭 で,モ アの友 人,市 の法廷

書 記 ジャイルズの紹介で知 った文化

人 ヒス ロデ ィの体験 談 として展 開さ

れてい く.

「ユー トピア」 は周知のよ うに第

1巻 イギ リス篇,第2巻 ユー トピァ

篇 とな ってい るが,モ アがア ン トワ

ープ滞在中に書いたのは ,こ の第2

巻 であ って,序 論 ・結論を含む第1

巻 の イギ リス篇は,ロ ン ドンに帰 っ

てか ら書 き上げた ものであ る.両 巻

合わせた草稿をベルギーのル0ヴ ァ

ン(ブ リュ ッセルの東方)に いた エ

ラス ムス に送 り,エ ラス ムスの尽力

で 出版の運 びとな った.当 時 エラス

ムスは,ル ー ヴ ァンを活動の拠点 と

し,そ の後4年 間 もここに住み,出

版業者 とも接触があ った か ら で あ

る.

『ユ ー トピア」 は,ひ ろ くヨーロ

ラテ ン語 で記 された.『 ユ
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デ フ ォ0の 小説 「モル=フ ラ ンダース」26)を読 んで 唖然 とす るのは,物 を盗んだだけで死

刑にな るとい う戦 陳すべ き事実 であ る.モ アが 「ユー トピア」 のなかで声 をか らして訴え

た ことは,そ の後2世 紀 にわた って改 め られず,イ ギ リスでは 「ユー トピア」は馬耳東風

に終 った ことにな るが,か え って世界 の他の国 々において,モ アの主張の共感者がぞ くぞ

く現 われ,前 述 のよ うにはなぱな しいユー トピァ運動が展開 されて きた.

さて 「ユー トピア」 の最大 眼 目,第2巻 所載のユ0ト ピァ国 とはどんな国であ ろうか.

モ アは,庶 民 に も親 しみのあ る地理語 を用 いその風 土の描写か ら筆を起 こ してい るの は興

味深い.も ちろん,モ アの頭 に こび りついてい るのは故国 イギ リスの地理的状況で あり,

政 治組織な ど重要 部分をのぞいては,ユ0ト ピァ国の地理 は,イ ギ リス の 地 理 の 反 覆

repeatで あ る.ユ ー トピア国の州都の数27)も イギ リス と同様であ る し,首 都 アモーロー

ト(モ アの造語 で,暗 い都市 の意)の 叙述 はロ ン ドンを彷彿 させ るものが ある.ユ ー トピ

ア国は現在 は島であ るが,か つては大陸の半島部をな し,運 河の構築 によ って地形 が改変

された.こ れは島民が毎 日6時 間の労働 に従事 した結果で あってユ ー トピアにおいて も労

働 は重視 さるべ きことをモ アは示唆 してい る.ユ ー トピアのおもな産業 は農業で あると記

してい るの も,当 時の イギ リスの産業構造 そ っくりで あるが,都 市 と農村 との間で,毎 年

それぞれの半数が交流 し,都 市の過密化 と農村 の過疎化 を回避 しよ うと して いることは,

現 代の都市問題 に1つ の ヒ ントを ささやいてい る.

ユ0ト ピア国の イメージは,多 くの点で イギ リスを想起 させ るが,肝 心 の地理 的位 置に

つ いて はnocommentで あ る.『 ユー トピア」の付録で ある 「モアか らジ ャイル ズへ の

手紙」の なかで,ユ0ト ピアの所在 につ いて は 「私 たちも彼 に訊ね たとい う覚 えはあ りま

せん し,彼 も私た ちに話 した ことはないと思 います が問題 は新 しい世界 の どの辺 にユー ト

ピアがあるか とい うことなのです.」28)と記 し,モ アは故意 にその所在 を曖昧に してい る.

当時赤 道以南 の南米 と同意語で あ った新世界 の どこかにあ ることをほのめか しなが ら,具

体 的にはなにひとつ その ヒン トを与え ない.ど こにあ るか分 らない.結 局 どこに もない と

い う設定 があれ ばこそ,モ アは辛辣 な筆致で 国家 ・社会 のあ るべ き姿を敢 然 と表白 しえた

のであ る.そ して 「ユー トピア」 の核心 ともいえ る重要 な発言 はヴ ェスプ ッチの航 海記か

ら示 唆をえて記 され た.そ こで,『 ユー トピア」 とかかわ りをもつ 範 囲内 で ヴェスプ ッチ

の航海 と大航海時代 の地理学 の状況 をさ ぐってみたい.

3.大 航海時代の地理学

大航 海時代 とは,従 来,地 理 的発見 時代TheAgeofGreatDiscoveriesと 呼 ばれた

時代に対応 す るわが国固有 の名称 であ る.ヨ0ロ ッパ人 は新世界 を発見 した というが,現

に推 定数150万 を 超え るイ ンデ ィオた ちが15世 紀 末,南 ・北両 アメ リカにひろ く分布 して

いたのであ るか ら,910ba1な 立 場 か ら発見 とい うのは1替越 であ る 地理学者故飯塚浩二氏

らの熱心な提 唱29)で,わ が国では大航海時代 という名称が しだいに学界 ・教育界 にも浸透

し,か な りの普及をみて いる.し か し,こ の時代 の上 ・下限 につ いて はまだ定説 はない・

狭義で は1492年 の コロ ンブス による西 イ ン ド諸 島への上陸 に始 ま り,1522年 の マゼラ ンの

船隊の世界周航の完成 に終 る30年 間 を さす場合が多 い.

と もあれ,大 洋を横断 し,ヨ,_._.ロ ッパ人 と して は,前 人未踏 の島々や陸地 に上陸 を開始

した大航海時代の到来 は,ヨ0ロ ッパ各国 に恐 らく有史以来 と思 われ る大 きい感 動をもた

らした.1498年 ガ マの カ リカ ッ ト上陸 の報 がガマの母 国ポル トガルに達 したとき,首 都 リ

スボ ンで は国王 マヌエル は じめ人 々が相擁 し,欣 喜雀躍 したと伝 え られる30).
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しか し,新 世界 の陸地 と住民 との消息 が,風 の便 りに しか達 しなか った15世 紀 中は,ま

だ ヨー ロッパ は平静 であ った.た とえば,中 世 か らす でに開始 されていた地 図製 作事 業 も

16世 紀 を迎え るまで比 較的閑散で,手 持無 沙汰であ った.し か し次 々と新世界 のニ ューズ

が ヨ0ロ ッパ に届 きは じめると,そ れ を地 図上 に表現 し,新 世界 に関 し鵜 の 目鷹 の 目にな

って いた ヨー ロッパ人 の熱望 にこたえよ うとす る動 きが俄然活発 とな った.著 名 な地 図家

が輩 出 し始 めるのもこの時期 であ った.そ して このころ,地 図学者 ・地 図家 の間に,は な

はだ しく脚光 をあびて登場 したのは,コ ロ ンブスで もな く,ガ マ31)で も な く,カ ボ ッ トで

もな く,イ タ リア人航 海者ア メ リゴーヴ ェスフ。ッチAmerigoVespPuchi(1454-1512)

で あ った.

ア メ リゴはフ ィレンツェの公証人の 家 に生れ,メ デ ィチ 家 に仕え た.才 気 をみとめ ら

れ,メ デ ィチ家の経営す る銀行の要職 に就 く.1491年 ス ペ イ ンの セヴ ィリアに派遣 され,

貿 易事務を担当 し,93年 第0次 航海か ら帰国 した コロ ンブス とも接触が あったと考え られ

る.97年 ご ろか ら,か れの問題の航海が始ま り,1504年 に ス・ペイ ンに帰 ると,新 世界探検

の最功労者 として遇 され るよ うにな った.す でに帰化 してスペイ ン国籍 にな って いたが,

ス ペ イ ン宮廷の 海事顧問,さ らに1508年 に はセヴ ィ リアの イ ン ド貿易庁Casadela

Contraci6ndelasIndiasの 初 代長官PilotMajorと な り,ス ペ イ ンの いっさいの貿

易事務を掌握 した.次 々と刊行 され る地図 ・海 図の監i察官32)を 兼 ね,そ の名声は大航海 に

関心を もつ近隣諸国まで達 していた.そ れのみでな く,か れは新 世界に関す る何通 もの手

紙を書 き,こ れが印刷 されて全 ヨー ロ ッパ に流布 し,新 世界 ブ0ム を惹起す るとい う予想

外の事実に発展 した.か れの航海記の特色は 従来の航海記録の 無 味乾燥 さと打 って 変わ

り,読 者に喜 びの念senseofdelightを 与 え,お もしろ く読ませ る点で画期的であ った

と,イ ギ リスの碩学G.R.ク ロ ー ンも高 く評価33)し て いる.

そ の信 愚性 について,い ろいろ問題 のあるアメ リゴの航海記 であ るが,こ れには少 くと

も3つ の系統seriesが あ り,そ の間 に大 きな..11iｺ=R/があ るので,果 してかれは何回大航 海

に就航 したか,判 断 に苦 しむ.極 端 な場合 は一度 も航海 に出か けなか ったのではないかと

い う論 もある.

ア メ リゴの航海記 の異 同につ いて は,岩 波書店 「大航海時代叢書」1巻,ア メ リゴの項

で増 田義郎氏が要を得 た解説 をされて お り,ほ とん ど間然す るところはないが,1,2異

説 も参照 しなが ら,ア メ リゴの航海記 な らびにこれを全 ヨ0ロ ッパ に紹介 の労 をと った ド

イツ人 マル テ ィン=ヴ ァル ドゼ ー ミュラOM.WaldseernUller(1470-1520)の 業 績 に

つ いて述べ る.

ア メ リゴの航海記の うち最 も早 く 公刊 され たの は,1503年 パ リとフィ レンツェで 出た

『新世界」MundusNovusと 題 するパ ンフ レッ トで あ った.こ れ を地理学者 リングマ ン

が入手 し,時 を移 さず1504年 サ ン ・デ ィエか ら出版 した34).

航 海 記の第2の 系統 は1505年 初 版の 「アメ リゴの4回 の航海」 と称す るもので,前 年 の

9月 リス ボ ンか らフィレンツェ市長(gonfaloniere)ピ ェ ロ=ソ デ リニ宛 に送 った アメ リ

ゴの書簡の形を とってい る.1507年 これ ら2系 統 の航海記 は早 くもイタ リア語 ・フラ ンス

語 ・ドイツ語 な ど十数種類の小冊子 として出版 され35),い ず れ も廉価版であ ったため飛ぶ

ように売れた.モ ア も 「ユー トピア」 のなかで 「この航海記は今では印刷 にな って誰で も

容易 に入手 で きます」36)と記 してい る.

しか し内容 的にモアが参考 に したのは 「新世界」 の方 であ り,「4回 の航 海」 は ヒス ロ

デ ィが これ らすべての航海 に参加 した ことと,第4回 目の航海 で,ア メ リゴが24名 の船 員
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を 現地 に残留 させた という記事を書 くため

にだ け用 いたとい って よい.つ ま りモアは

「新 世界」 と 「4回 の航海」両方37)を 見 て

いたわ けで,当 時の知識人 と して は当然 の

ことであ る.

第3の 系統 の書簡 は,18世 紀 以 後発見 さ

れた メデ ィチ家 の ロレンツ ォ宛 のアメ リゴ

の3通 の私信(1.1500年,2.3.1502年)で

あ って,2.3.は 印刷 にな ってい るが,邦 訳

はない38).こ の私信 によ ると,第1回 目の

航海で はアメ リゴ 自身,上 陸 した地 点が新

世界で ある ことを知 らず,プ トレマイオス

の地 図39)に あ る アジアの 東端 カ ッテ ィガ

ラ40)Kattigaraの 市 場 と誤 認 し,カ ッテ

ィガ ラ岬 と名付けた とあ る.そ の ことか ら

ア メ リゴの関心は一度は アジアに傾 き,み

ずか らの 目で ガ ンジス河 口 や タプ ロバ ネ

(セ イロ ン島)を 確認 した く,ス ペ イ ン王第3図 ヴェスプッチ 「4回 の航海」

表紙(1507年)室 に願 い出たが許可を とれず,ア ジアへ の

航海 は断念 した41).

そ して今度は ポル トガルの援 助で,1501年5月 リス ボ ンを 出帆,決 定 的な新世界発見 の

旅にな る大航 海が開始 された.こ の航海では,南 米東岸を南緯50度 まで南進,現 在 のパ タ

ゴニァ付近まで達 してい る.こ のよ うな先人未踏の大航海が ヨーロ ッパ人 の血を たぎ らせ

た ことはい うまで もない.

しか も晩年は不遇をか こった コロ ンブス と異な り,凱 旋将軍 のごと く迎 え られ,航 海者

の亀鑑の ような位置を 占め,そ の高名を背景 と して アメ リゴの航海記 はいわゆる爆 発的な

売れ行 きを示 した ことであろ う.

フ ラ ンスの東方 ヴォ0ジ ュ山 巾の小 さな 町サ ン ・デ ィエSt.Dieは,当 時英明 の 聞え

が高 く,と くに地理学 に理解のあ った ロ レーヌ侯ル ネ2世 の居所で あったため,16世 紀 初

頭 には,地 理学者 ・地図家が ここに移 り住み,宛 然地図学 のメ ッカの感 があ った.当 時ま

だ30歳 代 の弱冠 なが ら,同 市 のギ ムナジウムの地 図の講 師をつ とめていたヴ ァル ドゼー ミ

ュラーは,ル ネ2世 の後援で,地 理学 の古典 プ トレマイオスを上梓すべ く意欲を燃や して

いたが,た またまアメ リゴの 「4回 の航海」 を入手 し,ア メ リゴこそ新世界 の発見者であ

ると確信す るよ うになった.ア メ リゴの この航海記 をreprintし,か れ 自身編集 した小

冊子 「世界地誌入門」CosmographiaeIntroductioの 付 録 と して世 に送 った・そ して こ

の小冊子 によって アメ リゴの航海記 は一躍有名 にな り42),人 気 を博 した.

この小冊子 と並行 して,1507年 ヴ ァル ドゼー ミュラーは,重 要 さにおいて も,ま た外形

(大 型)の 上 において も,画 期 的といわれ る世界地 図UniversalisCosmographiaを 製 作

出版 した.旧 世界 の大 部分 はプ トレマイオスの地 図を襲用 してい るが,新 世界の部分 は,

Caveriの 海 図(現 存)な どを参照 し,し か も芋虫 のよ うにやせ細 った南米 の南 の内陸部

分に,ア メ リゴを記念 したAMERIKAと い う地名を注記 した.も ちろん,こ れ がアメ

リカ とい う文 字の記 された世界最 初の地図であ る。
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第4図 ヴ ァル ドゼ ー ミュ ラ0の 世 界地 図(1507)ABookofOldMapsに 拠 る

こ の地図 は1片38×53cmの 木 片で 印刷 した 木版 図を12枚 つ ぎ 合わせ
,面 積2.34nユ2

に及ぶ大型地図43)で,当 時の機械 ・技術を もってすれば,集 約的 に作業をつづ けて も,1

千 枚 刷 るのが精一杯だ った といわれ る.こ うして 苦労を重ね た 地 図 も 何世紀かを 経 るう

ち・ 図幅の全部が散逸 し,1901年 に な って,西 ドイツ,WurttembergのWolfeg9の 古

城でや っとその唯一 の 「生 き残 り」 が発見 され,1903年 発 見者J.FischerとWieserに

よ りfu11-sizeの 複 製版が刊行 された44).

も と もと大型地 図であ るか ら,こ れ を縮小す るとその細 部はほ とん ど判 読で きない.地

図学史 のstandardworkと 呼 ばれ るBagrow-SkeltonのMeisterderKartographie

(S・372),SkeltonのHistoryofCartography(PlateLXI)岩 波 「大航海時代叢書」

1(p.322),同 「プ トレマイオス世界 図」解説(p.2)い ず れをみて も,細 部 は不明であ

るが,1925年Harvard大 学 か ら出版 され た 「古地 図の本」 には,比 較的大 きくこれが収

録 され,南 米 のPatagonia地 方 に はっき りAMERIKAと い う 文字 が 読み とれ る45).

ヴ ァル ドゼー ミュラーは,地 球 の 第4番 目の陸地 は,Arnericusが 発 見 したのであ るか

ら,ア メ リゴの国Amerige,Americ'slandと 呼 ばるべ きであ るが,ASIAもEUROPA

も女 性 の名前 をとって大陸名 と したか ら,こ こもAMERIKAと 呼 びたい とい うあ らず も

がなの珍説 を 「世界地 誌入 門」 で述 べてい る.当 時 のヴ ァル ドゼー ミュラーは このよ うに

アメ リゴ0辺 倒で,地 図の上部 に旧世界新世界 の小 さな両半球 図を描 き,旧 世界 の左方 に

プ トレマイオス,右 方新世界の右側 にアメ リゴの 肖像を それ ぞれ配 置 してい る.し か しし

ば らくの ち,新 世界の真の発見者 は コロ ンブスで あり,ア メ リゴで ないことを認知 して,

図上か らアメ リカの名称を抹殺 した といわれ る46).

ヴ ァル ドゼ ー ミュラーはアメ リカの生みの親,godfather47)と も い うべ きアメ リゴを高

く評価 したが,実 際の発見者で あるコロ ンブスの功績を アメ リゴが奪 いとったので はない

か とい う非難 はどの時代 にもあ る.わ が国で も,1847(弘 化4)年 に 出た箕作省吾 の地理

書 『坤輿 図識」が この ことにふれ,ア メ リカ大陸 は発見者 コロ ンブスの名前を とって,コ
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第5図 ヴァル ドゼーミュラー 「世界地図」に描かれたヴェスプッチの像

ロ ンブス洲(閣 竜州)48)と 呼 ぶべきだ とす る.

『坤輿 図識」 よ り45年 後,コ ロ ンブスのアメ リカ発見400年 を記念 して出版 された内村

鑑三 の 「コロ ンブス と彼の功績」(1892)49)で は,ヴ ェスフ。ッチ,カ ボ ット,バ ル ボアな ど

は コロ ンブスの後塵 を拝 したとす るだけで,こ と さらにアメ リゴを陥れ る発言 はない.な

お同 じ書物で 内村 はモアの 『ユ ー トピア」 に言及 し,自 由 とい うことば と同意義の米国に

おいて,ユ0ト ピアや ニューア トランテ ィスは 「実成せ られつつあ り」50)と記 してい る.

後年 の内村 のアメ リカ嫌 いは有名 であ るが,当 時はアメ リカ留学か ら帰 ったばか りで,ア

メ リカへ の郷愁 にひたって いたためで あろ う.

飯 塚浩二氏 は 「西航ル ー トの開発 に先鞭 をつけたのが コロ ンブスな ら,地 理学の領域で

イ ドラ(フ ランシス=ベ ー コンのい う幻影,偶 像)か らの解放 に先 鞭をつけたのが アメ リ

ゴで あった」51)と言 い,な が く ヨーロ ッパ人 を欺 いていたプ トレマイオス 的世界の虚像を

打破 し,新 世界 の厳存 をた しか めたヴ ェスプ ッチを温 か く弁護 してい る.

4.ユ ー トピアとヴェスプッチ航海記

モアがヴ ェスプ ッチの航海記 か ら何 を学び,そ れが 「ユー トピア」の記述 にどの よ うに

つなが ったかを最 後に考 えてみよ う.ヴ ェスプ ッチが巧 み に描写 した新世界の住民の風習

に奇異の念を感 じたのは,ひ とりモアだけ に限 らなか ったで あろ うが,ホ メロスの 「オデ

ュッセイア」 は じめ,ギ リシアの古典 で知 り抜 いて いる人食 巨人 ・六頭女怪 など怪物 めい

た存在,ヴ ェスプ ッチがま ことしやか に述べてい る新世界住民 の奔放 な性生活 や食人慣行

な どの記事 についてはモアは見 向き もしなか った.ヴ ェスプ ッチの航海記 の うち,最 も強

くモアの心 を打 ったのは 「かれ らは毛 織物 も亜麻布 も綿織物 も,い っさい必要 ないので持

ってお りません.ま た私有 の財 産 とい うものがな く,す べて が共有 にな って います.か れ

らには国王 も官憲 もな く,各 人がみずか らのある じです」52)とい うことばであ ったろ う.

こ うい う章 句 に遭遇 し,ヨ.一一.ロッパ切 って の人文学者 モア もしば し沈思黙考 せざ るを得 な

か ったであろ う.明 瞭な形での社会主義,資 本主義 は当時 まだ ヨー ロッパ には見 られ なか
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ったが,各 国 とも戦争 による領土拡大 に狂奔 し,大 航海時代 の新 しい発見地 を宣教 の名を

か りて搾取の対象 と しようという 野望 は 歴然た るものがあ った.こ の よ うな 環境 の もと

で,ア メ リゴの記述 は,モ アにとり天か らの啓示 のよ うに感 じられ たに違 いない.

敬 慶 なカ トリック信者 と して,該 博な聖書知識 をもち,ま た深 くギ リシアの古典 に沈漉

したモアにとって も,こ のよ うに平明で,し か も胸 を突 き刺 すよ うな ことばはかつて聞い

たことが なか ったで あろ う.し か も,一 面で は恥ずべ き蛮行 に終 始 しなが ら,新 大陸の住

民 はなぜ この よ うに理性 的なので あろ うか.ま た他 の箇所 には,「 金 は じつ に 豊 富であ る

けれ ども,か れ らの間で は金 はす こ しも尊重 されず価値が ない」53)とあ り,価 値観 の逆転

の諸相が記 されてい る.

こ のよ うなアメ リゴのことばを考 え抜 いた末,モ アが 「ユー トピア」 の結論 と して記 し

たのは 「私 は思 うまま,率 直 に申上 げるのですが,財 産 の私有 が認め られ,金 銭 が絶大な

権力 をふる う所で は,国 家 の正 しい政治 と繁栄 とは望 むべ くもあ りませ ん」54)「で すか ら,

私 はユー トピアの,つ ま り,す くな い法律で万事が うま く円滑 に運 んでい る,し たが って

徳 とい うものが非常 に重 ん じられて いる国,し か もすべて の ものが共有 であ るか ら,あ ら

ゆる人 が皆,あ らゆ る物を豊富 にもって いる国,か よ うなユ ー トピアの人 々の間に行われ

ているいろん なす ぐれ た法令 のことを深 く考 えさせ られ るのです」55)など のことばで ある.

これ らの文章 が第1巻 の末尾部分 に見 出され るのは,上 述 のよ うに,第1巻 の方 が第2巻

よ りあとに書かれ,全 体の結語 と して受 けとれ るので ある.

こん なにもあか らさまに書 くべ きか,書 か ざるべ きか,お そ らくモアは最 後の最 後まで

迷 い抜 いた ことで あろ う.し か しこれ を書 かなけれ ば,せ っか くアメ リゴの航海記を引 き

合いに出 したことが無意 味になる.敢 然 と財産 の共有制 を筆 に した ものの,そ の前後 にプ

ラ トンの 『共和 国」 の ことばを もち出 し,あ たか もプ ラ トンが言 ったかのよ うな印象を与

え る.巧 妙 なカムフ ラー ジュで ある.し か しす でに寳は投げ られた とい うべ きであ る.

モ アの 「ユー トピア」 を不朽 な らしめたのは,こ うい う章句 を頂 点 とした一 連の政治批

判 ではなか ったで あろ うか.そ して その うち最 も重要 な発言 が,ア メ リゴの航 海記を源泉

とした ことは,上 記 の引用文 か ら明 らかで あろ う.

む す び

以上,簡 単で はあったが,『 ユー トピア」 と ア メ リゴーヴェスフ。ッチの航海 記との関係

を述 べてきた.

トマスーモアの生 きた時代 は,ま さしく大航海時代 と符節 を合 し,少 くともモアの20代

30代 とい う人間 としての最 盛期は,大 航 海時代のなかで もコロ ンブス ・ヴェスプ ッチ ・マ

ゼ ランが世界 の大洋 に雄飛 した文字 どお りの絶頂 期であ った.他 の学問 とな らんで地理学

に大 きい関心 を示 したモアが,大 航海時代 の動 向に鋭敏な反 応を示 した ことは当然 と言え

る.

も ともと東方 の 「楽土」,西 方 の 「幸運 の島」 など 地 上楽園探究56)の た めにその幕が切

って落 された大航海時代 は,モ アだけでな く多 くの ヨー ロ ッパ人 に想像のつ ばさを与 え,

自由な思想 の世界 に羽ばたかせ た.『 ユ ー トピア」 より1世 紀 お くれて 世 に出 た シェ イク

ス ピアの 「あ らし」TheTempest(1611)は,題 名 その ものが,大 航海時代の はげ しい

息 吹 きを感 じさせ るがその文中で もシェ イクス ピアは老いた人文学者 ゴ ンザ ーローの 口を

とお して,「 叛逆 もな く,強 盗 もな く,剣,槍,短 刀,銃 砲,そ の他 い くさ道具 の必要 も

な く,天 然が当然おのずか ら,豊 穣の五穀を生 じてわた くしの純朴な民草を養 って くれ ま
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す 」 「陛下 よ,わ た くしは完全無欠 な政治を行ないます」 「富 や貧乏や奉 公 とい うこともい

っさい認あず,境 界,領 分,耕 地 もな く,君 主権 とい うもの もな く」57)な ど大航 海時代以

前では思い もよ らなか った 自由奔放な ことばを披渥 してい る.大 航 海時代 は政治 ・経済 ・

文化ばか りでな く,地 理 ・科学 ・思想 の 自由な発達 に及 ぼ した影 響には計 りがたい ものが

あ り,は しな くもア メ リゴ=ヴ ェスフ。ッチの航海記を媒介 と して この時代 の最大 の成果 と

もい うべ き トマス=モ アの 「ユー トピア」が生み 出された.

大 航 海時代 よ り約1世 紀 お くれて,地 理学的な関心が大西洋 か ら当時大南洋theGreat

SouthSeaと 呼 ばれた太平 洋に移 った とき,フ ラ ンシスーベー コンの 「ニ ューア トラン

テ ィス」 が現れてい る58).当 時 は オラ ンダ人が大南洋 に雄飛 し,オ0ス トラ リアを発見 し

た ころで,「 ニューア トランテ ィス」 はまさ しく大 南洋航 海時代 の 産物であ った.こ の書

物 の主人公 はペルーを出発 し,中 国 ・日本を 目指 して架空の航海 をつづ ける うち,5カ 月

後に大 暴風雨 に出合い,人 跡未踏 の南海の島,ニ ューア トラ ンテ ィスに打 ちあげ られ ると

い う設定で ある.

これ よ りさ らに1世 紀 おそい17世 紀 の終 りごろ,イ ギ リスの海商 ウ ィリアム=ダ ンピェ

や ウッヅ=ロ ジャースな どの大航海 によってふ たたび太平洋 が脚光を あび,太 平洋航海時

代 が到来 した.こ の時期に出た 「ロビ ンソ ン=ク ルー ソーの 冒険」や 『ガ リヴ ァ0旅 行

記」 はま さに太平洋航海 時代 の産物 といえ るが,そ れ と同 じ意味で,モ アの不朽の名著,

前 の3つ の架空物語 よ りも数倍大 きい思 想的意義を もつモ アの 「ユ ー トピア」 もまた大航

海時代 の1つ の産物,そ れ も最 も価値 あ る産物productと 考 えたいのであ る.

さ らに 『ユ ー トピア」 のあと,イ ギ リスでは新 世界 におけ る植民地建設計画が起 こり,

政 府へ の免許 嘆願運動 が相ついだ.そ の嘆願者の1人,イ ングラ ン ド教会の重鎮ハ ックル

ー トRichardHakluytは ,イ ギ リスの 過密人 口と 失業者救済 には新大陸移住以外の救

治策 はない とエ リザベス女王 に進言 した.「 イギ リス人 とい う1つ の国民 は,大 西洋の(東

西)両 岸を活動舞台 と しなけれ ばな らない」 ことを説 いた 「西方 への植民」 とい う論文59)

は女 王の 目にとまり,個 人 の資格 で これを読 んだ とい うが,す ぐにはそれの実行を許 さな

か った.ハ ックル0ト は この嘆願 と併行 して,イ ギ リス人のあ らゆ る航 海記録の蒐集 に乗

り出 し,将 来の植民活動 に備えた.イ ギ リス地理学のBibleと もい うべ きハ ックルー ト

の航海記録集60)が も し 「ユ ー トピア」 か ら霊 感61)を得 て実現 した とすれ ば,モ アの業績 は

大航海時代の産物であ ると同時に,地 理学 とも深 いか かわ りがあ ったとい うべきであ る.

注

1.詳 し くはDeOptimoReipublicaeStatudequeNovaInsulaUtopia・ わ が 国 で は1882(明.

15)年 に早 く も 「新 政 府 談 」(井 上 勤 訳)の 題 名 で 醗 訳 され,以 後 少 くも20種 類 の 邦 訳 が 出 て い る.

2.ユ ー トピア建 設 運 動 は 世 界 各地 に み られ るが,ア メ リカ合 衆 国 で は と くに盛 ん で あ り,1870年 以

後 今 日ま で数 十 のcommunitiesが つ くられ,最 近 写 真 入 りの報 告 書P・Kagan,NewWorld

Utopia,1975が 出 てい る.わ が 国 で は武 者 小 路 実 篤 氏 の 「新 しい村 」 が そ の1つ で あ り,奈 良 県

榛 原 町 の心 境 部 落 もユ ー トピア の末 流 で あ る.

3.た とえば,J.O.Hertzler,TheHistoryofUtopianThought,1922.か れ は ア モ ス ・ホ ゼア

・イ ザ ヤ ・エ レ ミア ・エ ゼ キ エル な ど ユ ダヤ の 予 言者 をユ ー トピア 思 想 の 先 駆者 と して捉 えて い

る.

4.た とえ ば,田 村 秀 夫 「イギ リス ・ユ0ト ウ ピア の原 型 』,1968,田 村 秀 夫 編 「トマ ス ・モ ア研 究 』,

1978,沢 田 昭夫 ・田村 秀 夫 ・P.ミ ル ワ0ド 編 「トマ ス ・モ ア とその 時 代 』,1978,な お未 見 で は あ

るが,伊 達 功 「近 代 社 会思 想 の源 流 』,1973,の な か に,「 ヴ ェ ス プ ッチ の 航 海記 とユ0ト ピ ア」 と
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い う一・文 が あ る.

5.J.N.L.Baker,MythicallandsinHistory,inTheHistoryofGeography,1963,p.179.

6.従 来 の 定説 は1478-1535年 で あ っ たが,最 近 の研 究 で は1477年 説 が 有 力 とな っ て い る.イ ギ リス

で は77年 ～78年 に かけ,モ ア の生 誕500年 記 念 行事 が催 され た.

7.わ が 国 で は モ ア よ りエ ラス ム ス の方 が よ く知 られ て い る.1600年 わ が 国 に 漂着 した最 初 の オ ラ ン

ダ船 はエ ラス ム ス号 ま たは ル ー フ デ(自 由)号 と呼 ばれ,そ の 船 首 にか れ の木 彫 が置 かれ て い た.

この 彫 像 は 貨 狭尊 者 像 の 名 で東 京 国立 博 物 館 に蔵 され て い る.

8.家 庭 的 に もよ き夫,よ き父 で あ っ た こ とは,画 家 ホ ルバ イ ンの 描 い た 「モ ア家 の人 々」 に も うか

がわ れ る.イ ギ リス人 ら し くjokeを 好 み,エ ラス ム ス は モ ア を評 して 生 ま れ な が らのhumorist,

jokeの 天 才 で あ った と言 う.

9.モ アは 結 局 カ トリ ック に忠 実 で あ ろ う と して 死 を招 い た.一 種 の 殉 教 者 で あ り,の ち にmマ 教

皇 か ら聖 者Saintの 称号 をお くられ た.

10.植 村 雅 彦 「イ ギ リス 国教 の 定 着 」,岩 波講 座 「世 界 歴 史 」14巻,1969,p.420.

11.原 名 はElogedelaFolie,渡 辺一 夫 氏 の名 訳(岩 波 文庫 版,1954)が あ る.同 書 に はモ ア伝

研 究 に も有 益 な エ ラス ム ス略 年 譜 が つ い て い る.な お 「世 界 の名 著 』17,エ ラス ム ス ・モ ア編 の 解

説,渡 辺 一 夫 「ル ネ サ ンスの2つ の 巨 星 」参 照.し か し この書 物 の邦 訳 が 出 た の は 第二 次 大 戦 後 で

あ る.オ ラ ン ダの史 家 ホ イジ ン ガ も 「エ ラ ス ムス 伝 』 を書 い て い る.

12.R.A.Skelton,Maps,AHistoricalSurveyoftheirStudyandCollecting,1972,P.42.

13.E.G.R.Taylor,TudorGeography1485-1583.1968,P.7モ ア の結 成 したintellectualcircle

は1830年 代 の 日本 で渡 辺華 山 を リー ダ0と して組 織 され た 尚 歯 会 とよ く似 た性 格 を も って い る.尚

歯 会 は蘭 学 の 研 究 を主 要 目的 と しな が ら,実 は外 敵 来 る とい う危 機 感 か ら世 界 地理 の研 究 に 出精 し

た.し か し,結 局,こ れ が命 取 りにな って 蛮社 の 変 とな った.尚 歯 会 にお け るエ ラス ム ス的 存 在

は,さ しあ た り,高 野 長英 で あ っ た ろ う.

14.CapeFrioは ヴェ ス プ ッチ の 第4回 航 海 で24名 が 残 留 した 地 点,モ アの ラテ ン 語 原 文 で は

Castello(城,要 塞)と な って い る が,英 訳 の 際Gulikeと い う固 有 名詞 に誤 って 転 化 した.

15.昌 険 商 人 は 中世 以 来 衣 類 ・羊 毛 の輸 出 に よ って産 をな し,商 業 資 本 を蓄 積 して17世 紀 には 東 イ ン

ド会 社 と対 立 す る位 置 を 占め た.G.M.Trevelyan,EnglishSocialHistory,1942,P.215.

16.平 井 正 穂 訳 「ユ ー トピア」(岩 波 文庫 版),1957,p.11

17.辻 田右 左 男 「ダ ニエ ル=デ フォ0と 地 理 学 」,人 文地 理26巻5号,1974.

18.Taylor,Ibid.,P.8.TaylorはRaste11を モ アの 養 子son-in-1awと して い るが,実 は モ ア の

妹 エ リザベ ス の夫,ニ ュ0フ ァ ウ ン ドラ ン ドを探 検,モ ア は その 保 証 人 とな っ た.

19.JohnRastel1,NewInterludeoftheNatureoftheFourElements,1519?き わ めて ドラマ

テ ィ ッ クに 当時 の 世 界 を描 写 し,イ ギ リス の 著 者 に よる近 代 地 理 学 の 最 初 の 書 物 で あ る とTaylor

は激 賞 してい る.わ が国 の 明 治 維 新 後,福 沢 諭 吉 が 七 五 調 の こ とば で 「世 界 国尽 」 を書 い た よ う

に,こ の 書 物 も詩 で つ づ られ,「 地 球 に は北 の 部 分 と,南 の部 分 が あ る.大 き さは 同 じだが,南 に

つ い て は だれ も,な に も知 らな い」 な どの 句 があ る.か れ は新 世 界 と旧世 界 を竣別 した.

20.「 も しモ アが イ タ リア で そ の知 力 をみ が く こ とが で きた ら,モ アの 天 賦 の 才 能 は ど こま での び た

か 知れ な い」 とエ ラス ム ス は モ アが イ タ リア へ行 か な か った こ と を 惜 しん で い る.「 エ ラ ス ムス か

ら フ ロー ベ ンへ の 手 紙 」,Lupton,次 掲 書,序 文P.178.

21.越 智武 臣,「 ヨー ロ ッパ 経 済 の 変 動」,岩 波講 座 「世 界 歴 史」14巻,p.121.

22,J.H.Lupton,TheUtopiaofSirThomasMore,1895.モ ア の ラ テ ン語 原 文 と ロ ビ ンソ ンの

英 語 訳 を同頁 にの せ 詳 しい注 が つ い てい る.モ ア研 究 のthestandardcriticaleditionと され,

筆 者 も この書 を用 い た.な お1978年 刊 沢 田 昭夫 訳 「ユー トピ ァ」(中 央 文 庫)も ラテ ン語 か ら訳 さ

れ,30頁 に及 ぶ 訳 注 は圧 巻 で あ る.ユ ー トヒ.アの地 図 も1516年,1518年 版2つ をのせ て い る.

23.WilliamMorrisは1890年,NewsFromNowhereを 書 き,『 ユ ー トピ ァだ よ り」(松 村 達 雄

訳,岩 波 文庫 版)と 訳 され て い る.か つ て 「無 可有 郷 通 信 」(村 山 勇三 訳,春 秋 文 庫,1933)の 訳
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もあ った.

24.P.Turner,ThomasMores,Utopia(Penguinclassics},1965,p.10

25.大 塚 久 雄 氏 は その 『近 代 欧 洲経 済 史序 説 』 の な か で2頁 に わ た り モ アの この 箇所 を引 用 してい

る.囲 い 込 み運 動(綜 画運 動)の 嵐 に吹 き ま くられ た 「農 民 の流 離 」ruralexodusに つ い て は,

史 家 トレ ヴェ リア ンはモ アの こ とば を引用 し 「40人 の 農民 が生 活 を 支 え た 場所 が(囲 い込 み に よ

り)い まは1人 の 人 間 とそ の 羊飼 いが 占拠 して い る」 とい う 当時 の 実情 を 述 べ て い る.G.M.

Trevelyan,EnglishSocialHistory(aPelicanBook),1942,p.132

26.D.Defoe,MollFlanders,1722.伊 沢龍 雄 訳(岩 波 文 庫,1968)が あ る.

27.モ アは ユ ー トヒ.ア国 に は54の 大 き く,壮 麗 な州 都shiretownが あ った と記 したが,か れ の 時

代 のCityは 州countyそ の もの で あ った.Lupton,Ibid.Turnerは モ ア の州 都 をgardencity
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長 南 実 訳 「新 世 界 」 前 掲,p.329.

同 上,P.332.

平 井 訳,『 ユ ー ト ピ ア 』,p.61.

同 上,P.62.

川 端 香 里 男 「ユ ー ト ピ ア の 幻 想 』,1971,p.74

豊 田 実 訳 「あ ら し」(岩 波 文 庫 版),p.72-73.

Baker,Ibid.,p.182.

E.W.Gilbert,RichardHakluytandHisOxfordPredecessors,inBritishPioneersin

Geography,1972,p.40.

60.Hakluyt,VoyagesandDocuments,8vols.Everyman'sLibrary,1965.Hakluytを 記 念

して,1846年 設 立 され たノ・ッ クル ー ト協 会 はす で に百 数 十 種 類 の 旅 行 記 ・航 海 記 を刊 行 した.

61.ゼ ー=ホ ラ ン ド=ロ ーズ 著,神 近 市 子 訳 「船 と航 海 の歴 史 』,1943,p.131.

付記1978年 まるひと夏を費 して以上のようにまとめてみたが,ま だ未定稿の域を出ない.

目的とする港の姿が見えかけたかと思、うと,た ちまち波や風が起って,船 は沖合に追

いや られ,さ なが ら果てしなき航海の感がある.小 手先3寸 では到底片付かない難問

題も多 く,読 者諸賢の御示教を待ちたい.

Summary

TheauthorofthispaperhasLadwonderedlongtimehowtheremightbe

somerelationshipbetweentheso-calledutopiaorparadiseofvariouspeople

andthegeographicalconditionsofthelandswheretheylive.Butitisbeyond

mypowertodiscussallinstancesofsuchanuopianthought.Theauthor

onlyconsideredinthispaperSirThomasMore's`Utopia'anditsgeographical

background.FirstlyhestudiedthebrilliantandtragiclivesofMoreandhis

intimatefriendD.Erasmus.Secondlyheexaminedthemotiveandstructure

of`Utopia'whichapPearedin1516.AndhefoundAmerigoVespucci'sinfluence

wasverylargeuponMore'sworkasthebookitselfrelated.Vespucci,though

notsopopularasColumbustotheJapaneseintellectualsociety,hadputhis

severalvoyagestotheNewWorldonrecord.Surelytheycontainedsome

unauthenticdocuments,butthroughtheeffortsofMartinWaldseemuller,the

Germangeographer,hislettersbecamepopularamongtheEuropeannations.

TheauthorinspectedthegeographyandcartographyoftheAgeofGreat

Discoveries,whichisnowknownamongusbythenameoftheAgeofGreat

Voyages.ForwethinkthelatteristhepropernamebecausewhenColumbus

arrivedtheneibouringislandsofAmerica,therelivedatleastonemillion

IndiosinNorthandSouthAmerica.Butmainaimofthispaperisnotprotests

tothenameofGreatDiscoveries,ratherthecomparisonofthewordsinthe

lettersofAmergo'sandinthe`Utopia'.NaturallyMorequotedmuchsentenses

fromtheformer,atleasthehadfoundthehintsintheinstitutionofthe

UtopianIsland,havingnoLordbutnecessarypropertiesincommon,and

regardinggoldasunworthy.ThustheauthorconcludedthatMore'sworkwas

theproductoftheAgeofGreatVoyages.


